
２０２２年度 事業報告  

NPO 法人犬山あん きにくら そう 会 

1.はじめに 

今 年  「犬 山 あ ん き に くら そ う 会」  は １ ９ ９ ９ 年に 設 立し て ２ ４ 年 目 と な り 、

第２６回通常総会を 開催する運びとなり ました 。「今井あん きの家」が新しい

施 設 に 移 転 を し て １ 年 半 が 過 ぎ 、 こ の 施 設 で の １ 年 を 結 果 報 告 す る 初 め て

の総会となります。 

Ｎ Ｐ Ｏ は 、 困 っ て い る 人 に 手 を 差 し 伸 べ る こ と を 理 念 と し て い ま す 。 NPO

活動分野の 保健、医療、福祉の分野と 子ども の健全育成の分野で活動す

る こ と を 目 的 に 出 発 し ま し た 。 ２ ０ ０ ０ (平 成 １ ２ )年 ４ 月 に 開 始 し た 介 護 保 険

法 の 指 定 事 業 者 に な る こ と に よ っ て 、 「 介 護 の 社 会 化 を 地 域 で 実 現 す る こ

と」を めざし 、２３年間活動し てきました 。 

会員の皆さんの協力を得て２０１６年に認定 NPO を 取得し 、次の有効期

間は令和８（２０２６）年６月までです。認定 NPO 維持のた めには１００名以

上 の 会 員 維 持 が 必 要 で す の で 引 き 続 き ご 支 援 のほ ど 、 よ ろ し く お 願 い い た

します。 

新 し い 施 設 へ 移 転 当 初 か ら お か げ さ ま で グ ル ー プ ホ ー ム は 満 床 （ ２ セ ク

シ ョ ン １ ８ 名 ） と な っ て い ま す 。 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 「 宅 老 所 今 井 あ ん

き の 家 」 で は 、 定 員 ２ ９ 名 に 対 し 現 在 １ ８ 名 し か お ら ず 、 な か な か 定 員 が 埋

ま ら な い 状 況 が 続 い て い ま す 。 原 因 と し て は 、 人 手 不 足 の た め お 泊 ま り の

日 程 が 限 定 的 に な っ て し ま っ て い る こ と が あ げ ら れ ま す 。 ス タ ッ フ の 人 員 不

足は 移転当初から 続いています。今まで「 今井あん きの家」は人に恵まれ、

特 に ス タ ッ フ 募 集 の 広 告 な ど ハ ロ ー ワ ー ク 以 外 に 出 さ な く て も 、 知 り 合 い の

知 り 合 い と い っ た つ な が り で 、 ス タ ッ フ を 集 め て き ま し た 。 し か し 、 移 転 に 伴

う事業拡大（グループホーム 1 セク ショ ン増床）により、慢性的な人員不足

に 陥 っ て い ま す 。 こ の 状 況 を 改 善 す べ く 、 初 め て Ｗ ｅ ｂ （ イ ン タ ー ネ ッ ト ） で

の 有 料求 人 広 告を 出 す こ と を 決 め ま し た 。  ９ ０ 万 円 の 費用 を か け て 、 現在

イ ン タ ー ネ ッ ト の 求 人 サ イ ト に 載 せ て い ま す 。 夜 勤 シ フ ト が 組 め ず 、 今 回 初

めて派遣社員の利用を２０２３年１０月から 始めました 。また 、特定技能外国

人 の 制 度 を 利 用 し 、 ミ ャ ン マ ー か ら 介 護 福 祉 士 を 目 指 す 若 者 を 採 用 す る こ

とを 決 め 、 現在 交 渉 中で す 。 「 犬山 あん き に くら そう 会 」を 立 上げ て ２ ３年 経

ち 、当 時 ４０ 歳代 だっ た スタ ッ フも ６０ 歳 代 にな り 、次 の担 い 手 を 育て て いか

なくては ならないという状態です。 

小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 「 宅 老 所 今 井 あ ん き の 家 」 は 、 泊 ま っ て 、 通 っ

て、訪問し て、と３つの役割を 一つの施設が請け負う 介護保険のメ ニューで



す 。 あ く ま で 、 施 設 と は 違 い 在 宅 支 援 で す 。 な る べ く 長 く 自 宅 で 過 ご し た い 、

で き れ ば 「 看 取 り 」 も 住 み な れ た 家 族 と 共 に 、 そ ん な 願 い を か な え る 支 援 場

所 で す 。 昨 今 は 、 医 療 の 発 達 に よ り 病 気 を 抱 え な が ら も 、 自 宅 で 過 ご す 人

も 多 くなっ て きて い ま す。 「今 井あん きの 家」 とし て は 、最 後ま で自宅 で過 ご

し た い と い う 人 た ち を 支 え 、 一 緒 に 頑 張 っ て い け る よ う に 小 規 模 多 機 能 型

居 宅 介 護 を 看 護 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 （ 複 合 サ ー ビ ス ） へ の 変 更 も 視

野に入 れて き まし た 。も ちろん 変 更には 犬山市の 許可が 必 要で 、現在 小規

模多 機 能型 居宅 介 護「 宅 老所 今井 あ ん きの 家 」を 利用し て い る 人た ちへ の

説明も必要となるた め、現在は検討中の段階です。 

こ の ２０ 年 で グ ル ー プ ホ ー ム は 終 の 棲 家 とし て 世 間 でも 定 着 し て き ま し た 。

看護小 規模 多機 能 型居宅 介護 によ り 、 自宅が 本当の 終の 棲家 とな れ るよ う

に支援した いと思っ ています。 

今 年 度 、 経営 と し て は なか な か 順 風 満 帆 と は いか ず 、 銀 行 か ら の 融 資の

返済や新し い施設 へ の移転に伴う 増税な ど、今 井地区で運 営 し ていた こ ろ

と は 違 う 厳 し さ が あ り ま す 。 そ れ で も 、 良 い 介 護 を す る べ く 、 ス タ ッ フ を 大 切

に し 、 新 し い ス タ ッ フ を 育 て 、 や り が い の あ る 仕 事 と 感 じ て も ら え る よ う に 常

に向上心を持っ て施設運営に挑ん できました 。 

コロ ナウイ ルス によ る 感染症は 昨年度 に 続き２度 目のク ラ スタ ー発生を グ

ル ー プ ホ ー ム で 経 験 し ま し た 。 ２ 度 目 と い う 事 も あ り 、 ス タ ッ フ も 落 ち 着 い て

対 応 で き 、 前 回 よ り 規 模 も 小 さ く す み ま し た 。 そ れ で も 、 体 力 の な い お 年 寄

り に と っ て 、 感 染 症 の 脅 威 は 非 常 に 大 き い こ と も 学 び ま し た 。 ス タ ッ フ 一 人

一 人 の 自 覚 の 向 上 と 施 設 と し て の 感 染 対 策 の 徹 底 を 今 後 も 続 け て い き ま

す。 

 

２ . 事業実施の概略 

ア、  本部事業について員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ . 事業実施の概略 

ア、  本部事業について 

（１）  会員 

 

 

 

認定ＮＰＯを 維持する為には、賛助会員を含め 3,000 円以上の寄付口数

が年平均１００人以上必要ですが、今年度は１４５人でした 。  

２ ０ ２ ２ 年 度 の 新 規 会 員 は ２ ３ 人 、 退 会 は １ ３ 人 で し た 。 寄 付 者 は １ ８ 人 で し

た。 

 

（２）  広報活動 

①  「あん きだよ り」は ４回発行し ました 。 

第１０１号  ２０２２年１２月発行  

第２５回総会 無事に開催できまし た  

一般財団法人白寿会から 助成し ていた だきました  

 

 

年 度  '99 年  '00 年  '01 年  '02 年  '03 年  '04 年  '04 年  '05 年  '06 年  '07 年  

正 会 員  69 人  84 人  77 人  69 人  84 人  106 人  92 人  116 人  111 人  115 人  

賛 助 会 員  39 人  58 人  45 人  46 人  48 人  62 人  69 人  65 人  57 人  59 人  

利 用 会 員      1 人  4 人  4 人  9 人  7 人  0 人  

計  108 人  142 人  122 人  115 人  133 人  172 人  165 人  190 人  175 人  174 人  

年 度  '08 年  '09 年  '10 年  '11 年  '12 年  '13 年  '14 年  '15 年  '16 年  '17 年  

正 会 員  129 人  138 人  135 人  129 人  73 人  56 人  53 人  51 人  50 人  52 人  

賛 助 会 員  55 人  53 人  49 人  49 人  106 人  125 人  126 人  116 人  130 人  134 人  

利 用 会 員  0 人  0 人  0 人  1 人  2 人  1 人  2 人  5 人  2 人  0 人  

計  184 人  191 人  184 人  179 人  181 人  182 人  181 人  172 人  182 人  186人  

年 度  '18 年  '19 年  '20 年  '21 年  '22 年       

正 会 員  50 人  50 人  53 人  50 人  49 人       

賛 助 会 員  136 人  142 人  134 人  155 人  166 人       

利 用 会 員  0 人  0 人  0 人  0 人  0 人       

計  186 人  192 人  187 人  205 人  215 人       



第１０２号  ２０２３年３月発行  

４年ぶりの春爛漫 

赤い羽根共同募金  

～配分金事業により 

業務用食洗機を 購入できました ～ 

ご寄付いただいた古布はこん な風に利用しています 

 

第１０３号  ２０２３年６月発行  

移転し て一年が経ちまし た  

第２６回通常総会のご案内 

新人スタ ッフ紹介(拡大版) 

 

第１０４号  ２０２３年９月発行  

第２６回通常総会にむけて 

看護小規模多機能型居宅介護っ てご存じですか  

 

②  ホームページ 

ホ ー ム ペ ージ が 新し く な り 、 ご 利用 に 関 す るご 案 内 や空 き 状 況

が見やす くな りまし た 。ト ップ ページか ら ブ ロ グやイ ンスタ グラ ム も

簡 単 に 閲 覧 で き ま す 。 「 あ ん き だ よ り 」 も 発 行 後 に ア ッ プ し て い ま

す。 

 

③  ブログ・イ ンスタ グラ ム 

２０１１年 11 月に開設したブ ロ グが、１３年目を 迎えました 。 

「 今 井 あ ん き の 家 」 で の 日 常 を 織 り 交 ぜ な が ら 、 老 人 介 護 に つ

い て 綴 っ て い ま す 。  “今 井 あ ん き の 家  ブ ロ グ ” で 検 索 、 若 し く

は ホ ー ム ペ ー ジ の ト ッ プ ペ ー ジ か ら 見 ら れ る よ う に な り ま し た 。

2019 年 4 月に開設したイ ンスタ グラ ムも ４年半が経ち、今井あん

き の 家 の 日 常 を お 伝 え す る 事 が で き ま し た 。 「 コ メ ン ト 」 に 感 想 や

ご意見をお願いし ま す。 

 

④  グループ ホーム＆宅老所「井戸端ごよ み」 

 あ ん き の 家 で の ご 利 用 者 の 様 子 を 中 心 と し た ス ナ ッ プ 写 真 と と

も に 、 季 節 ご と に （ 年 ４ 回 ） ご 家 族 に お 届 け し 、 イ ベ ン ト や 施 設 内

の 様 子 な ど を 伝 え る こ と が で き ま し た 。 今 後 も 施 設 の 雰 囲 気 が 伝

わるよう な季刊誌を 作成し ていきます。 

 

 

 



（３）  ボラ ンティ ア活動                       

感 染 予 防 対 策 を 厳 重 に し な が ら 、 犬 山 新 婦 人 の 皆 様 は ボ ラ ン テ ィ

ア に毎 月 訪 れ て 下 さ い ま し た 。 ボ ラ ン テ ィ ア の方 々 が 育 てた 庭 の 花で 、

ご 利 用 者 の 活 け 花 を 手 助 け し て い た だ い た り 、 踊 り の 披 露 や ご 利 用

者の皆さん と 一緒に なっ て歌や手遊 びを 楽し ん で下さる など 工夫を し

ていた だきました 。 

２ ０ ２ ３ 年５ 月 に コロ ナ ウ ィ ルス が ５ 類 対 応 と なっ て か ら は 、 ボ ラ ンテ

ィ ア グ ル ー プ の 訪 問 が 少 し ず つ 増 え て き ま し た 。 グ ル ー プ 「 か ざ ぐ る

ま 」 の オ カ リ ナ 演 奏 会 や 、 地 域 の 方 の ウ ク レ レ 演 奏 、 そ し て 田 ん ぼ の

も み 山 で の 焼 き 芋 作 り や 田 楽 会 は 旧 職 員 ご 夫 妻 の 力 を 借 り て 、 屋 外

での久し ぶりの楽し い時間でし た 。 

コ ロ ナ 禍 に あ っ て も 会 員 の 方 々 や 、 今 井 あ ん き の 家 に 関 わ っ た 方

から古タ オルや古布を届き、ありがた く活用させていた だきました 。 

 

（４）  見学者・研修生 

「老年看護学実習」の実習施設とし て 1 月から 3 月迄、尾北医師

会立 の 尾北 看護 専 門学 校 ８ グル ープ ３ ８名 の 看護 学 生を 受 入 れ まし

た 。 ９ 時 か ら １ ２ 時 ま で の １ 週 間 ご と の 実 習 で し た が 、 厳 重 な 感 染 対

策を とりながら 学ん でいた だきました 。 

 高 齢 者 や 認 知 症 と の 関 わ り が 少 な い 学 生 た ち で し た が 、 真 摯 に 学

び 利 用 者 の 方 々 と も 良 い 関 係 を つ く る 事 が で き 、 短 時 間 で あ っ て も

充実した 実習だっ た と学生は感想を のべていまし た 。１０年以 上にわ

た り 尾 北 看 護 専 門 学 校 と 愛 北 看 護 専 門 学 校 の 臨 地 実 習 の 場 を 提 供

してきましたが、カリキュラ ム変更によりひとまず終了となりまし た。 

福 祉 学 習 の た め 城 東 中 学 校 生 徒 が ６ 名 訪 問 さ れ ま し た 。 ま だ コ ロ

ナ 禍 で の 訪 問 だ っ た た め 、 イ ン タ ビ ュ ー 形 式 で 職 員 か ら 介 護 を 学 ば

れまし た 。 

 

 

イ 、     介護保険事業について                   

（１）  小規模多機能地域密着型サービス 

①  グループ ホーム（認知症対応型共同生活介護） 

グループ ホーム とは 、高齢者が認知症に なり自宅で過ご す こ とが

難 し く な っ て も 、 住 み 慣 れ た 地 域 で 暮 ら し 続 け る こ と が で き る よ う に

支援する「地域密着型サービス」の一つです。 



また 、 少人 数で の 生 活によ っ て 、同 居し て い る高 齢者 やスタ ッ フ

と 顔 な じ み に な り や す く 、 利 用 者 の 不 安 感 を 防 ぐ こ と に 繋 が っ て い

ます。さら に、日常の家事などを 自分た ちの力で行う ことが、適 度な

刺激となり、認知症の進行を 防ぐ効果があるとも 言われています。 

塔 野 地 に 移 転 し て １ 年 が 経 ち 、 定 員 は 概 ね 満 室 で す 。 コ ロ ナ 禍

の 影 響 に よ り ご 家 族 と の 面 会 ・ 外 出 の 制 限 や 地 域 と の 交 流 の 減 少

な ど グ ル ー プ ホ ー ム ら し さ が つ く れ ず 、 ご 利 用 者 さ ん や ご 家 族 さ ん

には と て も 不 便を お か けし ま し た 。 最 近 で は グ ルー プ ホ ー ム 棟 内で

の ご 利 用 者 さ ん 同 士 の 交 流 や 行 事 も 増 や す こ と が で き 、 ま た 感 染

対策に 気を つ け なが ら ご 家族 さん との外 出な ど状 況に 応じ て でき る

ようになっ てきまし た 。 

ご 家 族 の 希 望 が あ れ ば 看 取 り ま で 対 応 し て い ま す 。 在 宅 往 診

(医療)や訪問看護(看護)と連携を とり な がら 、安心し て 過ご すこと の

できるグループ ホームを 目指し ています。 

 

②  宅老所（小規模多機能型居宅介護）   

  高 齢 者 の 多 く は 「 最 後 ま で 自 宅 で 暮 ら し た い 」 と 言 い ま す 。 「 主

人も 死ん だし 子供も 独立し た し 家に居 る のは 私一人 。そ れで も 自宅

で 暮 ら し た い 」 と よ く 耳 に し ま す 。 し か し 実 際 最 後 ま で 自 宅 で 暮 ら す

事 は 簡 単 な 事 で は あ り ま せ ん 。 様 々 な 理 由 で 入 所 施 設 に 入 ら れ る

方が多いので す。 グ ループ ホームは 、そ う いう 方々の為の施 設です 。

今 井 あ ん き の 家 に は 、 グ ル ー プ ホ ー ム と 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護

事業所があります。 

小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 を 今 井 あ ん き の 家 で は 宅 老 所

と 呼 ん で い ま す 。 宅 老 所 は 「 最 後 ま で 自 宅 で 」 の 為 に ご 本 人 様 と ご

家 族 様 を 支 援 す る サ ー ビ ス で す 。 本 当 の 最 期 の 最 後 ま で は 無 理 で

も 、 「 通 い • 訪 問 • 宿 泊 」 の ３ つ の サ ー ビ ス を 組 み 合 わ せ て 「 な る べ く

自 宅 で 」を お 手 伝 い し ま す 。 ３ つ の サ ー ビ スを 同 じ スタ ッ フ か ら 提 供

出来 るの も 宅 老所 の 利点 です 。 また 訪問 看護 ステ ー ショ ンを 併設し

て い る の で 一 定 の 医 療 対 応 も 可 能 で す 。 「 最 後 ま で 自 宅 で 」 ｢な る

べく自宅で｣の為に日々頑張っ ています。 

ま だ ま だ 地 域 の 方 々 に 認 知 さ れ て い な い の で 、 コ ロ ナ 禍 を 抜 け

出 せ ば 、 地 域 活 動 に 参 加 し た り 、 逆 に 今 井 あ ん き の 家 の 行 事 に 地

域 の 方 々 を 招 待 し た り し て 、 地 域 と 密 着 し た 事 業 所 を 目 指 し た い と

思っ て い ま す 。 ま だ 空 き が 沢 山 あ り ま す 。 是 非 会 員 の 皆 様 に も 広告

のご 協力を お願いいたし ます。  
 



 

③  共用型デイ サービス（共用型認知症対応型通所介護）  

共 用 型 デ イ サ ー ビ ス は グ ル ー プ ホ ー ム で 行 う 「 通 所 サ ー ビ ス 」 で

少人数の家庭的な環境の中で、個々に合わせた 柔軟な支援を 提供

し ま す 。 （ ３ 名 /日 ）  ま た 、 グ ル ー プ ホ ー ム と 共 用 ス ペ ー ス を 活 用 し

た サ ー ビ ス の た め 、 介 護 保 険 の 自 己 負 担 額 が 他 の デ イ サ ー ビ ス の

約 半 分 で 利 用 で き ま す 。 将 来 の 入 所 に 備 え 、 入 所 待 ち の 間 に 環 境

に 馴 染 ん で お く こ と が で き 、 ス ム ー ズ な 入 所 に も つ な が り ま す 。 こ こ

数年は新型コロ ナウィルスの影響も あり、利用者を 受け入れることが

難し くなっ ていますが、感染の心配がなくなり次第、営業し ます。 

 

（２）  訪問看護ステーション  

訪 問 看 護 は 、 グ ル ー プ ホ ー ム 今 井 あ ん き の 家 が 皆 様 の 終 の 棲 家

と な る べ く 、 医 療 連 携 体 制 を と っ て お り ま す 。 ２ ユ ニ ッ ト １ ８ 名 の 皆 さ

んの医療面でのサポートを させていた だいています。医療処置が多

く 重 症 化 し て い く 利 用 者 様 が で き る だ け 穏 や か に す ご し て い た だ け

るよ う に 、また 看取り 介護の サポ ートが で きるよ う 介護スタ ッ フ のカン

ファレンスにも 参加し 介護・医療の連携が図れるよう にし ています。 

小規 模多 機能 の利 用者 様の 心身 の変 化にも 日頃 か ら 気を 配り 顔

な じ み に な る こ と で 、 必 要 時 に は 訪 問 看 護 サ ー ビ ス が す ぐ に 導 入 さ

れ 在 宅 で の 生 活 が 継 続 で き る よ う お 手 伝 い さ せ て い た だ い て い ま

す。 

 

（３）  あん き事業                               

今井あん きの家は介護保険事業以外に自主事業とし て、配食サ

ービス、お出か け同行サービス、今井の旧施設の活用などを 行っ

ています。 

配食サービスとお出かけ同行サービスは NPO 会員様限定のサ

ービスとなります。配食サービスは お弁当を昼食時や夕食時にご自

宅へ届けます。その時に安否確認やちょ っとし たお手伝いを 行う 事

も可能です。お出か け同行サービスは通院など家族での対応が困

難な場合に宅老所の送迎車を 利用し てお手伝いし ます。 

今井の旧施設の活用は、月に２回（第１.第３火曜日）「カフェ井

戸端」を 行っ ています。退職し たスタ ッフ や地域の方にボラ ンティ ア

で協力いた だいています。お茶やおしゃ べりを楽しんだり、ラ ンチ

サービスも行っ ています。ラ ンチ は今井あん きの家の食事と同じ 物



を提供し ていますので、施設でどん な食事を食べているか 知りた い

方は是非一度ご 来所ください（ラ ンチは要予約）。旧施設の再利用

とし ては 、今井小学校へ通う お子さんのご家族に貸し 出し た り、家

の建替え の間の仮住まいとし て提供した り、栗栖で開か れた 「彫刻

村」の宿泊所とし て提供した りし まし た 。 

犬山アイ エネルギー株式会社と協力し て施設に併設した薪ボイ

ラーも 順調に運用し ています。SDGs（持続可能な開発目標）に対

応した 再生可能エネルギーという 事で見学に来る人も います。季節

によっ て薪を追加する量が変動し 、管理が大変そう で、煙による苦

情も 一部見ら れまし たが、その都度対応してもら い、お年寄りの入

浴のお湯はすべてこのボイラ ーでまか なっています。 

 

ウ、  各種会議の実施 

（１）  総会・理事会 

２０２２年度は 、通常総会１回、定例理事会 4 回、を 開催し ました 。 

 

第２５回通常総会  出席者４６人（内委任状提出者２０人）  

日 時 ２０２２年 11 月 23 日（水･祝）  13 時 30 分～ 

場 所 犬山市民交流センタ ーフロ イデ ２F 多目的室１.２  

 

第１回理事会  出席者 理事９人 

日 時 ２０２２年 11 月 14 日（月）１７時～ 

場 所 今井あん きの家 

議 題 ①２０２２年７月～２０２２年１０月利用者実績報告 

         ②２０２２年度総会準備 

            ・会計報告 

            ・理事変更 

            ・定款変更（住所変更、監事の定数変更） 

          ③その他 

            ・旧施設の利用について 

 

第２回理事会  出席者 理事等８人 

日 時 ２０２２年 11 月 27 日（日）９時～ 

場 所 今井あん きの家 

議 題 理事長の選定について 

 



第 3 回理事会  出席者 理事等９人 

日 時 ２０２３年２月 28 日（火）１７時～ 

場 所 今井あん きの家 

課 題 ①2022 年 11 月～2023 年 1 月利用者実績報告 

          ②旧あん きの家 活用について 

          ③経営状況の報告 

          ④その他・看護小規模多機能型居宅介護サービスの説明 

 

 第４回理事会  出席者 理事等９人 

日 時 ２０２３年 6 月 15 日（木）１６時～ 

場 所 今井あん きの家 

課 題 ①２０２３年２月～２０２３年５月利用者実績報告 

         ②２０２２年度第２６回通常総会について 

         ③旧施設活用について 

         ④看護小規模多機能型居宅介護への移行について 

 

（２）  運営会議 

  毎 月 第 ３ 金 曜 日 午 前 中 に 定 例 化 し て 開 催 し ま し た 。 運 営 委 員 は

代 表 理 事 と 職 員 の 代 表 １ ０ 人 で 構 成 、 月 １ 回 で 年 １ ２ 回 開 催 し ま し

た。 

 

（３）  各事業所スタ ッフ会議兼内部研修等 

新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 対 策 を 厳 守 し な が ら 、 グ ル ー プ ホ ー ム 、

宅 老 所 の ス タ ッ フ 会 議 は １ ２ 回 開 催 し ま し た 。 グ ル ー プ ホ ー ム ２ 棟 と

小規模 は同 日で 時 間帯を ずら し 、 そ れ ぞれ で会 議を 開 催し まし た 。

ま た 各 々 の 会 議 と 会 議 の 間 に は 、 毎 月 施 設 内 部 で の 研 修 を 行 い 、

専 門 的 知 識 の 収 得 に 努 め て い ま す 。 ス タ ッ フ 会 議 前 に は 各 管 理 者

が 集 ま り 、 議 題 の 確 認 と 会 議 進 行 の 円 滑 化 を は か る た め の 話 合 い

をしています。 

 

（４）  地域密着型運営推進会議  

運 営 推 進 会 議 は 、 法 律 で ２ ヶ 月 に １ 回 の 開 催 が 義 務 づ け ら れ て

います 。  グ ループ ホーム は 第１ ０回か ら 第１５回 、小規 模多 機能型

居 宅 介 護 は 第 ９ ７ 回 か ら 第 １ ０ ２ 回 と そ れ ぞ れ が ６ 回 行 い ま し た 。 新

型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス ５ 類 移 行 に 伴 い 、 ５ 月 の 開 催 よ り 書 面 審 議 か ら 対



面審議の開催となりまし た 。 

犬 山 市 高 齢 者 支 援 課 、 城 東 地 区 高 齢 者 あ ん し ん 相 談 セ ン タ ー 、

塔野地 区長 及び 今 井区長 、 今井 老人ク ラ ブ 会長 、城 東中 学 校区の

民 生 委 員 の 皆 様 、 利 用 者 の ご 家 族 様 に 議 案 を 送 付 さ せ て い た だ き 、

新 施 設 で の ご 利 用 者 の 生 活 状 態 や ス タ ッ フ の 対 応 の 現 状 、 コ ロ ナ

対策、事故報告の結果などについて報告いた し ました 。 

また 、身体 拘束防止 委員会とし て の役割 も 兼ねており 、現状 の報

告を いたし ました 。 

令 和 ６ 年 か ら 新 た に 、 年 ２ 回 、 虐 待 防 止 委 員 会 の 開 催 が 義 務 付

けら れる 事に なり まし た 。今 井あん き の家 では令 和５ 年７ 月に 第２ 回

を開催し報告を いた しました 。 


